
（７） 第２３４号平成２６年（２０１４年）１月１０日

　

第
４
回
定
例
会
に
お
け
る
陳

情
の
審
議
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（　

）内
の
数
字
は
年

で
す
。

 
（　

）第
８
号
陳
情　
「
容
器
包

２５
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、

発
生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す

る
た
め
の
法
律
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
意
見
書
提
出
們
み
な
す
採
択
）

 
（　

）
第
９
号
陳
情　

コ
ミ
ュ

２５
ニ
テ
ィ
バ
ス
“
な
か
の
ん
”
の

復
活
に
つ
い
て

們
們
賛
成
少
数

（　

）
第　

号
陳
情　

な
か
の

２５

１０

区
報
「
ア
ン
テ
ナ
」
欄
の
拡
充

に
つ
い
て

們
們
賛
成
少
数

 
《
区
民
委
員
会
付
託
》

（　

）
第　

号
陳
情　

介
護
保

２５

１１

険
制
度
の
要
支
援
１
・
要
支
援

２
を
介
護
保
険
か
ら
外
さ
な
い

様
に
、
政
府
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
つ
い
て

《
建
設
委
員
会
付
託
》

（　

）
第　

号
陳
情　

警
察
大

２４

１６

学
校
等
跡
地
の
中
央
部
公
園
拡

張
に
つ
い
て 

採

択

不

採

択

継
続
審
査

《
議
会
運
営
委
員
会
付
託
》

（　

）
第
７
号
陳
情　

中
野
区

２５
議
会
政
務
活
動
費
に
関
す
る
陳

情
書

  
◆
賛
成
討
論

　

金
子　

洋　
　
　
　
（
共
産
）

（
審
議
結
果　

不
採
択
）

 
▼
厚
生
委
員
会

　
　

／　
　

報
告
５
件
を
聴
取

１０

３１

▼
建
設
委
員
会

　
　

／
７　

報
告
３
件
を
聴
取

１１
▼
子
ど
も
文
教
委
員
会

　
　

／　
　

報
告
２
件
を
聴
取
、

１０

１８

中
野
区
教
育
委
員
会
教
育
委

員
と
の
懇
談
会
を
実
施

　
　

／
６　

報
告
３
件
を
聴
取
、

１１緑
野
小
学
校
及
び
キ
ッ
ズ
・

プ
ラ
ザ
緑
野
を
視
察

▼
中
野
駅
周
辺
地
区
等
整
備
特

別
委
員
会

　
　

／
６　

報
告
４
件
を
聴
取
、

１２清
水
建
設
株
式
会
社
を
視
察

▼
議
会
運
営
委
員
会

　
　

／
８　

第
４
回
定
例
会
の

１１日
程
な
ど
を
協
議

　
　

／　
　

第
４
回
定
例
会
の

１１

１５

招
集
日
の
確
認
や
日
程
な
ど

を
協
議

陳

情

陳

情

にに

対
す
る
討

対
す
る
討
論論

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
“
な

か
の
ん
”
の
復
活
に
つ
い

て閉
会
中
の
委
員
会
の
動
き

平
成　

年　

月
～　

月

２５

１０

１２

　

現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
議
会

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
１
回
定
例
会
（
予
定
）

　

２
月　

日
～
３
月　

日 

１７

２５

●
閉
会
中
の
委
員
会

　

総
務
委
員
会 

１
月　

日
２７

　

区
民
委
員
会 

２
月
６
日

　

厚
生
委
員
会 

１
月　

日
２３

　

建
設
委
員
会 

２
月
６
日

　

子
ど
も
文
教
委
員
会

 

１
月　

日
２７

　

中
野
駅
周
辺
地
区
等
整
備
特

別
委
員
会 

１
月　

日
３１

　

震
災
対
策
特
別
委
員
会

 

２
月
６
日

　

地
域
支
え
あ
い
推
進
特
別
委

員
会 

２
月
７
日

　

議
会
運
営
委
員
会

 

２
月
４
日

　

議
会
日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

中
野
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
区
議
会
事
務
局
へ
。

  　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

（「
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収

集
及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
」）
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
た
め
の
分
別
収
集
・
選
別

保
管
を
税
負
担
で
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
上
位
法
で

あ
る
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基

本
法
の
３
Ｒ
の
優
先
順
位
に
反

し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
優
先
に
偏

っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

ご
み
総
排
出
量
の
減
量
は
不
十

分
で
、
環
境
に
よ
い
リ
ユ
ー
ス

容
器
が
激
減
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
適
さ
な
い
容
器
包
装
が
未
だ

に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
社
会
の

実
態
で
す
。

　

根
本
的
な
問
題
は
、
自
治
体

が
税
負
担
で
容
器
包
装
を
分
別

収
集
し
て
い
る
た
め
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
必
要
な
総
費
用
の
う
ち

約
８
割
が
製
品
価
格
に
内
部
化

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
り
ま

可
決
し
た

意
見
書

第４回
定例会

◆
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

法
を
改
正
し
、
発
生
抑

制
と
再
使
用
を
促
進
す

る
た
め
の
法
律
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書

す
。
こ
の
た
め
、
容
器
包
装
を

選
択
す
る
事
業
者
に
は
、
真
剣

に
発
生
抑
制
や
環
境
配
慮
設
計

に
取
組
も
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
（
誘
因
）
が
働
か
ず
、

ご
み
を
減
ら
そ
う
と
努
力
し
て

い
る
市
民
に
は
、
負
担
の
あ
り

方
に
つ
い
て
不
公
平
感
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
気
候
変
動
防
止
の
観

点
か
ら
も
、
資
源
の
無
駄
遣
い

に
よ
る
環
境
負
荷
を
減
ら
す
こ

と
は
急
務
で
あ
り
、
デ
ポ
ジ
ッ

ト
制
度
の
導
入
や
リ
サ
イ
ク
ル

費
用
に
係
る
事
業
者
負
担
の
増

な
ど
、
事
業
者
責
任
の
強
化
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、

国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、

発
生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す

る
た
め
の
法
律
を
制
定
す
る
こ

と
を
強
く
求
め
ま
す
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大

臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
環
境
大

臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
消
費
者
及
び
食
品
安
全
）
あ

て
〉

 　

内
閣
府
が
発
表
し
た
今
年
７

◆
確
実
な
賃
金
引
上
げ
を

求
め
る
意
見
書

月
～
９
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

（
季
節
調
整
済
前
期
比
）
は
、

１
次
速
報
値
で
、
実
質
０
・
５

％
（
年
率
１
・
９
％
）、
名
目

０
・
４
％
（
年
率
１
・
６
％
）

と
実
質
、
名
目
と
も
に
４
四
半

期
連
続
の
プ
ラ
ス
成
長
と
な
り

ま
し
た
。
４
月
～
６
月
期
に
比

べ
る
と
一
服
感
が
あ
り
ま
す
が
、

全
体
の
景
気
状
況
と
し
て
は
上

向
き
の
ト
レ
ン
ド
に
は
変
わ
り

な
い
と
い
え
ま
す
。
実
体
経
済

の
現
状
を
示
す
多
く
の
指
標
が

改
善
し
、
企
業
の
景
況
感
が
上

向
い
て
い
る
一
方
で
、
賃
金
上

昇
を
実
感
す
る
国
民
は
少
な
く
、

賃
上
げ
要
請
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
　

月
１
日
に
決
定
し
た
税
制

１０
改
正
大
綱
に
は
企
業
減
税
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
が
賃
上
げ
な
ど
景
気
浮
揚
に

向
け
た
動
き
と
な
る
か
ど
う
か

は
、
企
業
自
身
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
、
内
部
留
保
に
と
ど
ま
る

懸
念
も 
拭 
え
ま
せ
ん
。

ぬ
ぐ

　

ま
た
、
同
じ
く
税
制
改
正
大

綱
の
中
で
「
所
得
拡
大
促
進
税

制
」
の
要
件
緩
和
方
針
が
決
定

し
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
支
援

策
と
し
て
、
最
低
賃
金
の
引
上

げ
に
取
り
組
む
企
業
へ
の
助
成

金
と
し
て
、
中
小
企
業
の
最
低

賃
金
引
上
げ
支
援
対
策
費
補
助

金
（
業
務
改
善
助
成
金
）
の
拡

充
を
図
る
こ
と
や
、
業
界
を
挙

げ
た
賃
金
底
上
げ
の
環
境
整
備

を
支
援
す
る
助
成
金
（
業
種
別

中
小
企
業
団
体
助
成
金
）
な
ど

の
拡
充
を
図
る
こ
と
も
検
討
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
９
月
に
始
ま
っ
た

政
府
、
労
働
者
、
企
業
経
営
者

の
各
代
表
に
よ
る
「
政
労
使
会

議
」
で
は
、
賃
金
の
引
上
げ
が

経
済
成
長
に
必
要
不
可
欠
と
の

認
識
を
労
使
間
で
共
有
し
、
企

業
が
賃
金
を
引
上
げ
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
た
め
の
実
行
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
る

景
気
回
復
の
兆
し
か
ら
、
実
感

が
伴
う
景
気
回
復
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
減
税
等
に
よ
る
業

績
好
転
か
ら
得
た
収
益
を
確
実

に
賃
金
上
昇
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
賃
金
の
配
分
に
関
す
る
仕

組
み
作
り
も
ポ
イ
ン
ト
と
い
え

ま
す
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て

は
、
実
効
的
な
賃
上
げ
に
結
び

付
く
よ
う
な
施
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
具
体
的
な
道
筋
を
示

す
こ
と
を
求
め
ま
す
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大

臣
あ
て
〉

審
議
結
果

陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
のののののののののののののののののののののの

今
後
の
議
会
日
程

結　果無所属
汗

みんな
柑

民　主
棺

共　産
歓

公　明
澗

自　民
監

会派名等
（議員数）件　名

区長提出議案
可　決○×○○×○○指定管理者の指定について（弥生福祉作業所）

可　決○××○○○○中野区職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例

可　決○××○○○○中野区立幼稚園教育職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例
同　意

同　意○×○××○○中野区教育委員会委員任命の同意について
陳　情

不採択○×××○××第９号陳情　コミュニティバス“なかのん”
の復活について

不採択○×××○××第１０号陳情　なかの区報「アンテナ」欄の拡
充について
※会派等の略称〔自民：自由民主党議員団、公明：公明党議員団、共産：日本共産党議員団、民主：中野区議会
民主党議員団、みんな：みんなの党、無所属：無所属議員〕

　議員数は議長を除く。無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。

【○：賛成　×：反対】意見の分かれた案件（第４回定例会）9
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　中野区議会では平成２５年第１回定例会から区議会正
面玄関等に「中野区議会会期中」の横断幕を掲示して、
定例会の開会を区民の皆様にお知らせしています。
　ぜひ傍聴にお越しください。

「会期中」をお知らせしています


